
資料① 

「党員拡大・入党の働きかけの日常化」を全支部の運動に 

 次に「党員拡大・入党の働きかけの日常化」です。 

 ここでは党機関の果たす役割がカギとなることを強調したいと思います。「手紙」と「返

事」の運動で、支部が党員拡大に正面からむきあったことは、今後につながる大きな変化で

したが、党員拡大の経験がなく、「意義はわかる、でも足が出ない」という支部は少なくあ

りません。「大運動」でも、入党の働きかけは毎月２割弱の支部にとどまっています。機関

が援助し、支部が壁を突破してこそ、党勢拡大は全支部運動となります。 

 福岡西部地区は、今大会期１５５人の党員を迎え、第 28回党大会現勢を突破して大会を

迎えています。「大運動」では、毎月５～６割の支部が入党の働きかけに踏み出し、今大会

期に党員を迎えた支部は約７割となりました。地区委員会は、なぜ党員拡大か、なぜ「３割

増」か、その政治的意義を掘り下げる討議をくりかえし行い、党勢拡大を地区委員みんなの

決意にしています。そして、地区役員自ら入党の働きかけを行うことで、「そんなに難しい

ことではない」「入党の働きかけは、楽しい活動だ」と支部の党員が実感して、支部の「踏

みきり」につなげていこうと努力しています。地区委員長は、「入党の働きかけにたいする

抵抗感も少なくなった。全読者を対象に広く入党を働きかけることは当たり前という雰囲気

が出てきている」と語っています。 

（第２９回党大会への中央委員会報告） 

 

資料② 

世代的継承をどう「中軸」にすえるか 

 世代的継承のとりくみについて、３点述べます。 

《党建設・党勢拡大の全体の活動と世代的継承のとりくみの関係について》 

 一つは、党建設・党勢拡大の全体のとりくみを前進させる中で、世代的継承を「中軸」に

ふさわしく意識的に追求する、ということです。 

 党員拡大の日常化が進んでいるところでは、広く入党を働きかけるなかで、若い世代、真

ん中世代の結びつきも出され、この世代への働きかけが進んだことが共通の特徴となってい

ます。第 28回大会時回復・「１３０％」をめざす党づくりと、若い世代、真ん中世代の「党

勢倍加」をめざすとりくみはバラバラではないし、対立するものでもありません。党員拡大

に大きくとりくむなかで、世代的継承を相乗的に前進させることができます。 

 同時に、世代的継承のとりくみは、独自のとりくみが絶対不可欠です。この４年間、中央

として、青年・学生、労働者、30代～50代の真ん中世代という３分野で、系統的に会議や

交流会を行い、独自のとりくみを推進したことは、世代的継承の「前進の芽」をつくりだす

大きな力となったと確信します。県・地区委員会でも、３分野での独自の系統的なとりくみ

をすすめたところで変化が始まっています。 

（第２９回党大会への中央委員会報告） 

 

資料③ 

党規約第十二条 

 党は、職場、地域、学園につくられる支部を基礎とし、基本的には、支部――地区――都

道府県――中央という形で組織される。 



資料④ 

党規約第四十条 支部の任務は、つぎのとおりである。 

（一） それぞれの職場、地域、学園で党を代表して活動する。 
（二） その職場、地域、学園で多数者の支持をえることを長期的な任務とし、その立場か

ら、要求にこたえる政策および党勢拡大の目標と計画をたて、自覚的な活動にとりくむ。 
（三） 支部の会議を、原則として週一回定期的にひらく。党費を集める。党大会と中央委

員会の決定をよく討議し、支部活動に具体化する。要求実現の活動、党勢拡大、機関紙活動

に積極的にとりくむ。 
（四） 党員が意欲をもって、党の綱領や歴史、科学的社会主義の理論の学習に励むよう、

集団学習などにとりくむ。 
（五） 支部員のあいだの連絡・連帯網を確立し、党員一人ひとりの活動状況に目をむけ、

すべての支部員が条件と得手を生かして活動に参加するよう努力するとともに、支部員がた

がいに緊密に結びつき、援助しあう人間的な関係の確立をめざす。 
（六） 職場の支部に所属する党員は、居住地域でも活動する。 
 
資料⑤ 

党規約第三十六条 地区党会議からつぎの地区党会議までの指導機関は地区委員会であ

る。地区委員会は、地区党会議決定の実行に責任をおい、主としてつぎのことをおこなう。 
（一） その地域で党を代表し、地区の党組織を指導する。 
（二） 中央および都道府県の党機関の決定の徹底をはかるとともに、具体化・実践する。 
（三） 地区的な問題は、その地区の実情に応じて、自主的に処理する。 
（四） 支部活動を指導する直接の任務をもつ指導機関として、支部への親身な指導と援助

にあたる。 
（五） 幹部を系統的に育成し、適切な配置と役割分担をおこなう。 
（六） 地区党組織の財政活動の処理と始動にあたる。 
 

資料⑥  （全国地区役員講座より） 

双方向・循環型の活動は、党機関の活動そのものにとっても大きな力に 

 双方向・循環型の活動は、支部と党機関の関係だけにとどまらず、党機関の活動そのもの

にとっても大きな力となっています。私たちが注目したのは、地区役員一人ひとりの意見を

よく聞き、その思いを機関活動に結びつけるスタイル――つまり、地区委員会の運営そのも

のに双方向・循環型を貫くことが、地区役員の力を引き出し、地区役員と支部との関係も心

通うものにしている、ということです。 

 広島・広島西地区委員会では、７月以降、地区役員のそれぞれが支部と行動して党勢を拡

大する目標をもち、７月は６４・０％、８月は４４・０％の役員が読者拡大で成果をあげて

います。地区委員長が努力しているのは、役員一人ひとりの力を引き出すために、とにかく

地区役員の意見をよく聞くようにすることだそうです。地区委員会総会も、一人ひとりが率

直な思いを自由に発言できるようにしているといいます。一見すると会議の主題と関係ない

ような発言の中に大事な内容があったり、新任の女性役員が暮らしや仕事に根差した発言を

したりする中で、互いの発言が新鮮に受けとめられ、役員全体の視野が広がってきた。意見

を聞きあい、リスペクトしあう関係をつくる中で、役員としての自覚も高まってきた。総会



の出席率も改善した。そうしたなかで、毎月の目標をやろうという構えもつくられてきてい

るといいます。役員の間で意見を聞き合う、発言しやすい地区委員会の運営に心がける、こ

れが地区役員全体の力を引きだしているということです。 

 こうした努力が、地区役員と支部の関係にも変化をもたらしています。役員歴が長く、経

験豊富な役員も、よく議論し、党員の思いをくんで活動するという指導姿勢を身につけてき

ているということです。ある８０代の力持ちの役員は、かつては支部に党勢拡大を〝やるか、

やらないか〟と迫り、自分だけでも動くようなスタイルだったそうですが、いまこれを改善

し、支部会議に参加して、支部と一緒に議論し、支部と一緒に行動するよう変化しているそ

うです。 

 

資料⑦  （全国地区役員講座より） 

カナメとなる地区委員会総会の成功と民主的運営 

 地区委員会総会は、時々の中央や都道府県の決定、地区党会議の決定を具体化していく大

事な機関会議です。ここに地区内の情勢やたたかい、支部や党員の奮闘が生き生きと反映さ

れ、十分な討論がされれば、正確な方針を練り上げることができます。地区役員のみなさん

が、支部の様子をつかみ、地区委員会総会に反映させることは、総会を成功させるうえで大

きな力となります。同時に、一人ひとりの地区役員にとっては、役員としての党生活の基本

の場であり、学習と議論を通じて認識を深め、自覚や決意を強めていく機会でもあります。

わからないこと、困っていることも出し合い、深め合うことで、互いの認識も力量も豊かに

発展していきます。 

 それだけに、それぞれの地区委員会が持つ力が本当に発揮されるのは、この地区委員会総

会が成功したときといってよいと思います。地区総の成功は、地区委員長や地区常任委員だ

けでなく、地区役員みんなの努力があってこそです。なにより、地区総への出席は地区役員

として一番大切な活動です。 

 

資料⑧ 

情勢を根底からとらえるという問題 

 日本の情勢の綱領的なとらえ方の問題として、最後に強調したいのは、綱領が指摘してい

る日本社会の二つの特徴は、現在の体制と国民の利益との根本的矛盾を規定している、とい

う問題であります。 

 政治の上部構造では、逆向きの変動もしばしば起こります。しかし、いま日本の政治を握

っている政権勢力には、アメリカの対日支配についても、大企業・財界の国民支配について

も、その根幹にかかわる改革に手をつける意思もなければ、力もありません。そうである限

り、政治の表面でどのような「再編」や見せかけの「改革」がおこなわれようと、日本社会

の根底から生み出される根本的矛盾を解決することはできないし、長続きする安定した支配

を確立することもできないのであります。 

 そして、支配体制と国民の利益とのあいだにこの矛盾がある限り、情勢にどんなジグザグ

の展開があっても、国民的な規模でその解決を求めての探究がおこなわれることは不可避で

あります。私たちが民主的な改革を支持する国民的多数派が形成されることを展望する根拠

も、そこにあるのです。 



 ここに、情勢を根底からとらえるという綱領的な認識の大事な中心点があります。政治の

上部構造で、選挙での後退とか、反共宣伝に攻め込まれるとか、逆向きの動きが起こったよ

うなときほど、情勢についての綱領的認識を堅持することが重要であります。 

（第２３回党大会「綱領改定についての報告」） 

 

資料⑨ 

《三つのスローガンで機関活動の強化を》 

 決議案は、「双方向・循環型で支部を援助する党機関になろう」「政治的 ・思想的に強い党

機関になろう」「若い世代、女性役員が生き生き活動し成長する党機関になろう」という三

つのスローガンで党機関の活動強化をよびかけました。 

 党の現状に照らせば、〝力を持っている人を探して党機関を構成する〟というだけでなく、

〝役員の成長をはかりながら党機関の体制・活動を強化する〟という構えで、新たな役員を

配置し、励ましあって成長する、率直な議論や相互自己批判も行って、組織として強くなる

ことが求められます。決議案はその立場から 「こういう党機関に成長しよう」という三つの

柱をコンパクトに示しました。… 

 意思決定機関における女性の比率を高めることは、党機関の強化をはかるうえで重要な課

題となります。いま都道府県・地区委員会とも３割を超える女性役員が活動していますが、

日本社会全体のジェンダーギャップが大きいことによるさまざまな困難にも直面しながらの

奮闘だと思います。さらに比率を高めるために、会議の持ち方など、党機関の活動の改善を

進めながら、若い世代、女性の役員が生き生きと活動できる党機関へと成長しようではあり

ませんか。 

（第２９回党大会への中央委員会報告） 


